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アブラツノザメアブラツノザメ

軟軟
なんなん

骨骨
こつこつ

魚魚
ぎょぎょ

類類
るいるい

ってなに？ってなに？
～～魚魚

さかなさかな

をを分分
ぶんぶん

類類
るいるい

するする方方
ほうほう

法法
ほうほう

～～

かわらばん



1-1　肝
かん

臓
ぞう

と棘
とげ

の位
い

置
ち

1-2
アブラツノザメの棘

とげ棘
とげ

肝
かん

臓
ぞう

の位
い

置
ち

1センチ
帯
おび

状
じょう

の模
も

様
よう

棘
とげ

アブラツノザメアブラツノザメ
～ ～ 世世

せせ

界界
かいかい

でよく でよく 
食食

たた

べられているサメ～べられているサメ～

アブラツノザメはどんなアブラツノザメはどんな魚魚
さかなさかな

？？
アブラツノザメは、北

きた

太
たい

平
へい

洋
よう

に分
ぶん

布
ぷ

する小
こ

型
がた

の 

サメです。日
に

本
ほん

近
きん

海
かい

では、津
つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

の近
ちか

くに多
おお

く 

すんでいます。漢
かん

字
じ

で“油
あぶら

角
つの

鮫
ざめ

”と書
か

くように、 

「 油
あぶら

」と「 角
つの

」を持
も

つ魚
さかな

です。

「油
あぶら

」とは、肝
かん

臓
ぞう

からとれる油
あぶら

のことです。サメの 

仲
なか

間
ま

は浮
う

き袋
ぶくろ

を持
も

っていないので、代
か

わりに肝
かん

臓
ぞう

に 

油
あぶら

を多
おお

くため込
こ

み、水
みず

に浮
う

きやすくしています 

（ 1-1）。「角
つの

」とは、2つある背
せ

びれの前
まえ

にある棘
とげ

 

のことです。表
ひょう

面
めん

には帯
おび

状
じょう

の模
も

様
よう

があり（ 1-2）、 

帯
おび

の数
かず

で年
ねん

齢
れい

が分
わ

かり、80 年
ねん

以
い

上
じょう

生
い

きるという 

報
ほう

告
こく

もあります。妊
にん

娠
しん

期
き

間
かん

は約
やく

2年
ねん

と長
なが

く（多
おお

くの 

サメは約
やく

1年
ねん

）、お腹
なか

の中
なか

で1～34尾
び

の赤
あか

ちゃんを 

育
そだ

て、1～3月
がつ

頃
ごろ

に出
しゅっ

産
さん

します（ ワンポイント）。 

サメの仲
なか

間
ま

は寿
じゅ

命
みょう

が長
なが

く、マアジやマイワシのよう 

に何
なん

万
まん

個
こ

もの卵
たまご

を産
う

む種
しゅ

類
るい

の魚
さかな

と違
ちが

って、1回
かい

に 

産
う

むことのできる赤
あか

ちゃんの数
かず

が少
すく

なく、とりすぎ 

などで一
いち

度
ど

減
へ

ってしまうと数
かず

を回
かい

復
ふく

するまで時
じ

間
かん

が 

全全
ぜんぜん

長長
ちょうちょう

  約約
やくやく

1メートル1メートル

あんじい：ありとあらゆることを知
し

っているナゾのさかな仙
せんにん

人です

あんじいの
ワンポイントアドバイスワンポイントアドバイス

サメの仲
なか

間
ま

の繁
はん

殖
しょく

の仕
し

組
く

みには、いろいろなパターンがあるのじゃ。大
おお

きくは卵
たまご

で産
う

む「卵
らん

生
せい

」と、赤
あか

ちゃんを 
産
う

む「胎
たい

生
せい

」に分
わ

けられ、卵
たまご

の形
かたち

や赤
あか

ちゃんへの栄
えい

養
よう

のあげ方
かた

などが、種
しゅ

によってかなり違
ちが

うぞ。アブラツノザメは 
胎
たい

生
せい

のうち、赤
あか

ちゃんが自
じ

分
ぶん

についている卵
らん

黄
おう

※の栄
えい

養
よう

で育
そだ

つ❶の「卵
らん

黄
おう

依
い

存
ぞん

型
がた

」なのじゃ。

サメの赤
あか

ちゃんの産
う

み方
かた

・育
そだ

て方
かた

卵
らん

生
せい

胎
たい

生
せい殻

から

に包
つつ

まれた卵
たまご

を産
う

む
（（例例

れいれい

：ネコザメ、トラフザメ）：ネコザメ、トラフザメ）

子
こ

ザメを産
う

む
「「卵卵

らんらん

黄黄
おうおう

依依
いい

存存
ぞんぞん

型型
がたがた

」「」「卵卵
らんらん

食食
しょくしょく

・・共共
ともとも

食食
ぐぐ

いい型型
がたがた

」「」「胎胎
たいたい

盤盤
ばんばん

型型
がたがた

」「」「組組
そそ

織織
しきしき

栄栄
えいえい

養養
ようよう

型型
がたがた

」がある。」がある。

※卵
らん

黄
おう

：卵
たまご

の中
なか

の栄
えい

養
よう

の総
そう

称
しょう 卵

らん

黄
おう

依
い

存
ぞん

型
がた1 卵

らん

食
しょく

・共
とも

食
ぐ

い型
がた2 胎

たい

盤
ばん

型
がた3サメの卵

たまご

組
そ

織
しき

栄
えい

養
よう

型
がた4



文
ぶん

：矢
や

野
の

 寿
とし

和
かず

2　古
ふる

くから食
た

べられている郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

「サメなます」

出
しゅっ

典
てん

：農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

「うちの郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

」

かかります。そのため、過
か

去
こ

には将
しょう

来
らい

的
てき

に絶
ぜつ

滅
めつ

の 

可
か

能
のう

性
せい

があるとして、ワシントン条
じょう

約
やく

※で国
こく

際
さい

 

取
とり

引
ひき

を規
き

制
せい

しようと提
てい

案
あん

されたこともあります。

しかし、現
げん

在
ざい

では数
かず

多
おお

くの研
けん

究
きゅう

によって、アブラ 

ツノザメは絶
ぜつ

滅
めつ

せずに、ずっととり続
つづ

けられると 

考
かんが

えられています。
※ワシントン条

じょう

約
やく

： 野
や

生
せい

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の国
こく

際
さい

取
とり

引
ひき

を規
き

制
せい

することで絶
ぜつ

滅
めつ

の 
恐
おそ

れがある生
い

き物
もの

を保
ほ

護
ご

することを目
もく

的
てき

とした条
じょう

約
やく

古
ふる

くから食
た

べられているサメ
アブラツノザメは、世

せ

界
かい

でよく食
た

べられている

サメの 1 種
しゅ

としても知
し

られています。サメの肉
にく

は 

尿
にょう

素
そ

という成
せい

分
ぶん

を多
おお

く含
ふく

んでいて、死
し

んでから 

時
じ

間
かん

が経
た

つほど尿
にょう

素
そ

が分
ぶん

解
かい

されてアンモニアが

つくられ、これが臭
くさ

みの原
げん

因
いん

になります。一
いっ

方
ぽう

で、 

アンモニアは細
さい

菌
きん

が増
ふ

えるのを防
ふせ

ぐ効
こう

果
か

があります。

そのため、冷
れい

蔵
ぞう

・冷
れい

凍
とう

設
せつ

備
び

が発
はっ

達
たつ

していなかった 

時
じ

代
だい

でも食
た

べられていました。日
に

本
ほん

でも縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

から食
た

べられています。現
げん

在
ざい

では刺
さ

し身
み

や煮
に

物
もの

、

照
て

り焼
や

きのほか（ 2）、ちくわなどの練
ね

り製
せい

品
ひん

の

原
げん

材
ざい

料
りょう

としても用
もち

いられます。

とったサメの使
つか

い道
みち

以
い

前
ぜん

まで、アブラツノザメの卵
たまご

はウナギの赤
あか

 

ちゃん（仔
し

魚
ぎょ

）のエサとして利
り

用
よう

されていました。 

近
きん

年
ねん

では軟
なん

骨
こつ

がサプリメントなどの健
けん

康
こう

補
ほ

助
じょ

食
しょく

品
ひん

 

やペットフードとしても活
かつ

用
よう

されています。いろ 

いろな形
かたち

で使
つか

われていますが、昔
むかし

に比
くら

べると食
た

べ

られる機
き

会
かい

は大
おお

きく減
へ

ってしまいました。サメは

中
なか

骨
ぼね

や腹
はら

骨
ぼね

がないため、食
た

べ

やすい魚
さかな

です。スーパーや

魚
さかな

屋
や

さんで見
み

かけたら、ぜひ

食
た

べてみてください！

膜
まく

におおわれた卵
たまご

卵
らん

黄
おう

がついた赤
あか

ちゃん 子
し

宮
きゅう

の中
なか

で成
せい

長
ちょう

し、卵
らん

黄
おう

を吸
きゅう

収
しゅう

した赤
あか

ちゃん

5センチ 5センチ5センチ

アブラツノザメの子
し

宮
きゅう

の中
なか

卵黄
らんおう

自
じ

分
ぶん

の卵
らん

黄
おう

だけで育
そだ

つ。
（例

れい
：アブラツノザメ）

卵
らん

黄
おう

依
い

存
ぞん

型
がた1

卵黄
らんおう

栄養
えいよう

子
し

宮
きゅう

の壁
かべ

から出
で

てくる 
栄
えい

養
よう

を吸
きゅう

収
しゅう

して育
そだ

つ。
（例

れい
：一

いち
部
ぶ

のドチザメ科
か

）

組
そ

織
しき

栄
えい

養
よう

型
がた4

卵黄

ほかの赤ちゃん
あか

らんおう

早
はや

く産
う

まれた赤
あか

ちゃんが子
し

宮
きゅう

の中
なか

の
ほかの卵

たまご

や小
ちい

さな赤
あか

ちゃんを食
た

べて育
そだ

つ。
（例

れい
：シロワニ）

卵
らん

食
しょく

・共
とも

食
ぐ

い型
がた2

「へその緒
お

」を通
つう

じて、
母
はは

ザメから栄
えい

養
よう

をもらって育
そだ

つ。
（例

れい
：シロシュモクザメ）

胎
たい

盤
ばん

型
がた3

赤赤
あかあか

ちゃんちゃん



表
ひょうし

紙の写
しゃしん

真

子
こ

どものアブラツノザメ

〜魚
さかな

を分
ぶん

類
るい

する方
ほう

法
ほう

〜

軟
なん

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

ってなに？

今
こん

回
かい

、紹
しょう

介
かい

したアブラツノザメは、軟
なん

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

の魚
さかな

です。魚
ぎょ

類
るい

は、スズキやアジなどのかたい 

骨
ほね

をもつ硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

と、やわらかい骨
ほね

をもつ軟
なん

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

に大
おお

きく分
わ

けられます（ほかに無
む

顎
がく

類
るい

 

という、あごをもたない種
しゅ

類
るい

もいます）。

軟
なん

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

には、ギンザメの仲
なか

間
ま

、サメの仲
なか

間
ま

とエイの仲
なか

間
ま

がいます。中
なか

でも一
いち

番
ばん

原
げん

始
し

的
てき

な 

魚
さかな

がギンザメの仲
なか

間
ま

です。名
な

前
まえ

に“サメ”とついていますが、サメの仲
なか

間
ま

ではありません。 

ギンザメは今
いま

から4億
おく

年
ねん

前
まえ

に現
あらわ

れたと考
かんが

えられていて、ギンザメの後
あと

にサメとエイに分
わ

かれて 

進
しん

化
か

し、現
げん

在
ざい

のような姿
すがた

になりました。サメの仲
なか

間
ま

には、水
すい

深
しん

約
やく

100～1000メートルの 

深
しん

海
かい

にすむ「生
い

きた化
か

石
せき

」と呼
よ

ばれるラブカもいます。

ほとんどの骨
ほね

が、やわらかい骨
ほね
（軟

なん
骨
こつ

）でできている

魚
さかな

のグループ

ほとんどの骨
ほね

が、かたい骨
ほね
（硬
こう

骨
こつ

）でできている魚
さかな

のグループ

あごのない、原
げん

始
し

的
てき

なつくりの体
からだ

をもつ魚
さかな

のグループ

※現
げん

在
ざい

、一
いち

番
ばん

種
しゅ

類
るい

の多
おお

いグループです

※ 名
な

前
まえ

にウナギとついていますがウナギの仲
なか

間
ま

ではありません 
ウナギは硬

こう
骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

です

軟
なん

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

類
るい

無
む

顎
がく

類
るい

骨
ほね

からも
いろいろ
分
わ

かるね

ヌタウナギ
ヤツメウナギ

サメの仲
なか

間
ま

エイの仲
なか

間
ま

スズキ アジ

ギンザメの仲
なか

間
ま

アオザメ

ラブカ

ふーちゃん　と　　　    ふっくん：あんじい仙
せんにん

人のもとで修
しゅぎょう

行している研
けんきゅういん

究員です

おさかな瓦
か わ ら ば ん
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